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1 教育 西村　勝志 社会共創学部 北吉井小学校5年生向けSDGsの
学習とSDGsゲーム

北吉井小学校5年生向けに、次の3つをポイントしてSDGsの講演（60
分）を行った。すなわち、①SDGsとは何かを学び、十分に理解した上で、
SDGsがなぜ必要かを家族の人にお話して伝えていくこと、②SDGsを達成
するために一人ひとりができることをしっかりと行うこと、③住みよいまちや住み
よい地域社会を将来にわたってつなげていくことである。その後、前田先生とと
もに、SDGsゲームを行った。

2 教育 西村　勝志 社会共創学部

文系主題科目（『Beyond 
SDGs ～ポスト2030年の持続可
能な未来～』）の開講（全学部2
回生以上対象）

本授業では，次世代を担う学生のみなさんを対象に、①SDGsの17の課
題を切り口に，現在の持続不可能な現状を認識してもらうこと，②SDGs
における169のターゲットに触れ，2030年の先にある未来社会のイメージを
見据えてもらうこと，③人類共通の課題を解決するために向かうべき方向性
について理解を深めてもらうこと，④学生一人ひとりがどのような生き方をす
べきか今後の自分の行動について見つめ直してもらうことを目的としている。
（担当者：西村勝志・佐藤哲・小林修・鈴木靜・李賢映・松村暢彦・竹
下浩子・前田眞）

3 教育 西村　勝志 社会共創学部 四国５国立大学法人協働による
「UNEP地球環境情報展」の開催

国連環境計画（UNEP）は活動の一環として、1991年より世界最大規
模の「UNEP世界環境フォトコンテスト」を開催してきている。「Focuson 
Your World（身近な地球環境へのフォーカス）」をテーマに、すべての国
連機関からの協力を得て、これまでに全世界169カ国・12万点以上もの
“地球の今の姿”を捉えた素晴らしい作品が集まっている。地球環境情報展
は、過去に開催されたUNEP世界環境フォトコンテストの受賞作品の数々
を、多くの人々に見てもらうために巡回展示しているものである。この情報展
を、令和４年９月から令和５年３月にわたり、愛媛大学・香川大学・高知
大学・徳島大学鳴門教育大学（四国内の5国立大学）で同時開催した
が、その実施責任者として活動した。

4 教育 佐藤　哲 SDGs推進室 金沢大学日本SDGs研修プログラ
ムへの学生の参加

金沢大学と「日本MAB計画連携大学間ネットワーク」による「金沢大学日
本SDGs研修サマープログラム」と「ウィンタープログラム」に、愛媛大学から人
文社会科学研究科と社会共創学部の学生各1名が参加し、ユネスコエコ
パーク登録地を訪問して、生物文化多様性、地域の持続可能な開発につ
いて学びました。また、2023年2月15日に開催された「金沢大学・JU-
MAB連携大学BRオンラインシンポジウム」に参加し、研修成果を報告しまし
た。

日本SDGｓ・ＢＲ
研修サマープロ
グラム

日本SDGｓ・Ｂ
Ｒ研修ウィン
タープログラム

写真・動画・ホームページなど
（※文字をクリックすると、該当ページへ

移動します。）
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5 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

共通教育発展科目「環境ESD指
導者養成」にて，SDGsに関する
授業を担当

共通教育発展科目「環境ESD指導者養成」にて，SDGsに関する授業を
担当した（3科目2+4+4=合計10単位）。特に，SDGs-グローカル未
来創成入門（2単位）

6 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛大学高大連携事業として
SDGs特別講義を実施

愛媛県立宇和島南中等学校（2022年6月2日）「SDGsが示す私たち
人類への宿題～気候変動，紛争の時代を生き抜き，人を助けられる人に
なるために～」

7 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

東温市役所主催とうおんe-
programの講座を担当

東温市役所主催東温市役所主催とうおんe-program東温市立上林小
学校の小学5年生を対象に環境講座「耳を澄ませば～年輪が語りかけるこ
と～ 」を担当した。

8 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

附属高校文部科学省採択事業
WWLコンソーシアムSDGs研修の
担当

附属高校文部科学省採択事業WWLコンソーシアム構築支援事業「高大
連携の国際化を通したSDGsグローバル人材の育成」の教職員向けにオンラ
インによるSDGsに関する教員研修会「高校時代から自分の未来をつくる～
SDGsに自ら取り組むことで！～」と題して講演を行った。

9 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

附属高校高大連携事業「グローバ
ルスタディーズⅠ環境教育（実
習）」の授業を担当

附属高校高大連携事業「グローバルスタディーズⅠ環境教育（実習）」の
授業2コマを担当した。
授業名は，「高校時代から自分の未来をつくる～SDGsに自ら取り組むこと
で！～」

10 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

台中科技大学の日本経済学科の
学生を対象にSDGsと地政学に関
する講演を行った

台中科技大学の日本経済学科の学生を対象に「SDGs間連ネットデータで
探る世界の中の日本の位置」と題して講演を行った。
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11 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛大学高大連携事業として宇
和島南中等教育学校にてSDGs
特別講義を提供

愛媛大学高大連携事業として宇和島南中等教育学校にて「SDGsが示す
私たち人類への宿題～気候変動，紛争の時代を生き抜き，人を助けられ
る人になるために～」と題して特別講義を行った。

12 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛大学高大連携事業として宇
和高校にSDGs特別講義を提供
（3回）

愛媛大学高大連携事業として宇和高校にSDGs特別講義を行った。
（3回）

13 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛大学高大連携事業として今
治北高校にてSDGs特別講義を実
施

愛媛大学高大連携事業として今治北高校にてSDGs特別講義を行った。

14 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県立松山東高校文部科学
省 地域との協働による高等学校
教育改革推進事業(グローカル型)
事業の課題研究を担当

愛媛県立松山東高校文部科学省 地域との協働による高等学校教育改
革推進事業(グローカル型)事業の課題研究を担当した。課題研究名は
「Beyond SDGs 2030 – SDGsから見た世界各国の今と，2030年以
降の私たちの暮らし」。1回2コマ，年間20回担当

15 教育 小林　修 国際連携
　推進機構

日台交流協会JENESYS2022台
湾派遣プログラムで愛媛大学生30
名を引率して台湾の台北市及び台
中市でSDGsをテーマに1週間の
フィールド調査を実施

日台交流協会JENESYS2022台湾派遣プログラムで愛媛大学生30名を
引率して台湾の台北市及び台中市でSDGsをテーマに1週間のフィールド調
査を実施した。
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16 教育 中井　俊樹 教育・学生
　支援機構 未来思考支援科目群の導入

愛媛大学のカリキュラムに、学生が生き抜く時代における世界的課題への理
解を支援するため未来思考支援科目群を導入することになった。「Beyond 
SDGs」及び「未来思考リテラシー」を、令和５年度入学生の共通教育の
必修科目とした。「インクルーシブ社会実現に向けて」を大学院授業科目と
して令和５年度から順次開講することにした。

17 教育 坂本　世津夫
社会連携推進
機構・地域協働
センター中予

宇和島市「高校生まちづくり課」プ
ロジェクト

「若者が地域に残れる、帰れるまちづくり」をテーマに、市内高等学校の生徒
で構成する「高校生まちづくり課」を立ち上げ、カフェ形式によるワークショップ
で提案がなされたアイデア（うわじま圏域ビジョンマップ、九島ネリーランド構
想）の事業化を図るなど、活動を展開しています。高校生が自分たちのまち
の将来を考え、直接まちづくりに参画することで、若者が活躍できる場所を提
供し、地域との関わり合いと誇りを持たせて、郷土愛を醸成することを目的と
しています。

「高校生まちづくり課」プロジェクト

18 教育 和田　寿博
法文学部
（兼）地域協
働センター中予

企業経営とSDGs推進

（１）学部授業関係　①法文学部専門科目新入生セミナーBの1コマを
担当し、受講生に「SDGｓ推進の総合理解」を解説した。②法文学部専
門科目法政専門演習において、受講生が主題「松山市中島のSDGs推
進」について調査活動を行った。また同受講生は主題「果物残滓のリサイク
ルによる健康推進行事」に取り組んでいる。

19 教育 向　平和 教育学部
SDGｓに資する地域人材育成プ
ログラムの開発と協働支援体制の
構築

SDGｓの推進に向けて社会教育施設や企業と連携して教材開発と教員
向け研修会を行っている。菜種油を使ったセッケンづくりについては県内企業
が特許取得した技術を用いた教材を使用した。また，社会教育施設を活
用したSDGｓに資する教育活動についても研修会を実施した。本活動は
中谷医工計測技術振興財団の助成をうけて実施した。

20 教育 向　平和 教育学部 高校生のSDGsに資する課題研究
発表の支援

えひめサイエンスリーダースキルアッププログラムや第6回生物多様性を守りた
い甲子園など高校生のSDGsに資する課題研究発表の支援や審査を通し
て，SDGsの推進に貢献した。

愛媛県生物多様性高校生チャレンジシップ
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21 教育 井口　梓 社会共創学部 記憶画を活用して持続可能なまち
づくりを考える郷土学習の展開

内子町立小田小・中学校のコミュニティースクール主催の「ふれあい講演会」
にて、全校生徒を対象に、記憶画をもとにした郷土学習を実施した。記憶
画は、昭和10年代～20年代頃の小田地区の農村景観や生活、農業の
様子を描いたものであり、絵を通して循環型の生活の仕組みや自然環境を
活かした生業・農業、集落による共同作業、失われた祭事等の伝統文化や
生活文化等にふれ、未来に向けた持続可能なまちづくりの在り方や自然環
境・農村景観の維持継承について学んだ。

my　life　
Today

22 教育 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部 松山東高校での講演「人新世を生

きる恐怖と希望」

2022年6月2日に、松山東高等学校の生徒360名を対象に、私たちが直
面する様々な持続可能性関連の課題を紹介し、個人だけでなく連携し行
動を起こすことでどのように課題を解決できる方法について講演を行いまし
た。

23 教育 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部

イオン１％クラブASIA YOUTH 
LEADERS 2022オープニング講
演「Futures of food in the 
anthropocene」

イオン１％クラブASIA YOUTH LEADERS 2022のイベントで、人新世に
おける食の未来をテーマに、持続可能性と食の課題が実現できる未来にどう
関連するかについて、アジア各国からの高校生の参加者を対象に講演を行
いました。

24 教育 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部 「持続可能性科学」授業を担当

社会共創学部1年生（200名）共通必修科目「持続可能性科学」で、
持続可能性の歴史的背景、概念の発展、幅広いセクターの背景、最先端
の理論・議論・方法や学生のシナリオワークショップを担当しました。

すべて 持続可能性科学
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25 教育 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部 学生の持続可能性関連研究

Multispecies Sustainability Laboratoryに所属する4年生4名が
2022年度に以下のテーマの卒業研究で様々な側面でより持続可能な社
会の実現に貢献しました。
「自然環境が育むこどもの色彩感覚」
「環境教育における実践型教育の導入による 環境意識向上の可能性」
「持続可能な四国西予ジオパークを目指して」
「農業の課題に活用するスマート農業の現状と課題について」

26 教育 入江　賀子 社会共創学部 プロジェクト演習授業を通じた自治
体との環境政策に関する議論 愛媛の環境政策に関して様々な議論をすることができた。

27 教育 入江　賀子 社会共創学部 フィールド実習を通じた自治体との
環境政策の協業 愛媛の環境政策に関して様々な議論をすることができた。

28 教育 入江　賀子 社会共創学部 プロジェクト演習を通じたブルーカー
ボンの調査研究 ブルーカーボンについて調査研究を進めることができた。

29 教育 山中　亮 社会共創学部 SDGsまち歩きin Dogo

SDGsポイントの発見と参加者が新しい視点で18番目のSDGsを創造する
ことで、オリジナルな「メンタルモデル」構築につながる「まち歩き」の活動に取り
組みました。特に大学生においては、この活動を行うことで、SDGsの視点か
ら身近にある地域社会を捉え直すことで前述の「メンタルモデル」の形成とい
う、ステレオタイプ的な学習プロセスからの脱却を実現することができると考え
ました。

SDGs×Well-beingｶﾝﾌｧﾚﾝｽ2022
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30 教育 堀　利栄

愛媛大学ダイ
バーシティ推進
本部/大学院理
工学研究科(理
学系）

SDGs目標5. ジェンダー平等を実
現しように関連して、『スウェーデンの
パパたち』から考える育パパと愛媛の
男女共同参画」と題したシンポジウ
ムを開催

愛媛大学ダイバーシティ推進本部では、令和4年11月5日（土）に「『ス
ウェーデンのパパたち』から考える育パパと愛媛の男女共同参画」と題したシ
ンポジウムを開催し、高校生から70代まで幅広い年齢層の約120人（オン
ライン参加を含む）の方にご参加いただきました。シンポジウムでは、仁科弘
重学長（ダイバーシティ推進本部長）及び吉村紀行愛媛弁護士会会長
から開会の挨拶の後、スウェーデン大使館一等書記官のヨハン・フルトクイス
ト氏から、スウェーデンの育児休業やジェンダー平等に関わる歴史や現状、そ
して課題についての講演がありました。スウェーデンにおいても、育児に関する
認識の変化の過程で、制度を整備した後も、世代を跨ぎ、長い年月をかけ
て現在のような風土を醸成していったとの話があり、参加者は、メモを取りな
がら熱心に耳を傾けていました。続いて、花園大学名誉教授の古橋エツ子
氏の講演では、法制度や性教育の観点から、日本のジェンダー平等におけ
る課題についてお話がありました。最後に、松野祐介氏（育児休業取得経
験者・株式会社あわしま堂）、岡崎充隆氏（愛媛弁護士会）及び堀利
栄副学長（ダイバーシティ担当）の3人から「愛媛県内の現状と展望につい
て」と題して、それぞれの立場から、育児休業に関する体験談や、現状と展
望についてのお話があり, 育児に関わる男女共同参画を考える良い機会と
なりました。

シンポジウム・
写真展
「スウェーデンの
パパたち」
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31 研究 西村　勝志 社会共創学部

社会共創学部紀要論文第6巻第
2号「持続可能な地域社会の実現
に向けてーグローカル人材が目指す
べき方向性ー」P.11-P.21

本論文では、持続可能な地域社会をテーマに、SDGsの観点から望ましいと
される持続可能な地域社会を明らかにした上で、グローバル化の進展に伴う
形で地域社会に影響を及ぼす世界の諸問題を一例として取り上げつつ、地
域社会に影響を及ぼす課題についてその解決までの道筋を模索するもので
ある。具体的には、世界の諸問題を地球温暖化問題・プラスチックごみ問
題・食品ロス問題に限定しつつも、グローカル人材が自分事として捉え、どの
地域ステークホルダーとどう協働すべきかを段階別に考察し、課題解決までの
道筋を模索するものである。

32 研究 西村　勝志 社会共創学部

社会共創学部紀要第7巻第1号
2023年3月「双方向ラーニング・
ワーケーションにおける実証的研究
（第一弾）－中島における新たな
ワーケーションの在り方

近年、新型コロナの感染拡大によってテレワークが浸透してきたが、その中の
一つにワーケーションが挙げられる。本論文は、双方向ラーニング・ワーケー
ションの実証的研究における第一弾として、参加企業・自治体における課題
解決（労働生産性の向上やワーク・ライフ・バランスなど）に向けたワーケー
ションの新たな活用方法を試みるものである。ワーケーション自体は、滞在先
から新たな刺激を受けることで労働生産性を向上させるとともに、従業員の
休暇を利用してリフレッシュするものと考えられてきた。このワーケーションに焦
点を当て、実証的研究を試みるとともに、ワーケーション先を松山市の中島と
することで近隣滞在先としての可能性を探る狙いもある。すなわち、近隣エリ
アで容易に移動しやすく、休暇に最適な滞在地として中島を取り上げ、地元
企業や自治体を巻き込んで実証的研究を行ったものである。そこでは、参加
企業・自治体におけるワーケーションに関する個別問題を共有しながら議論
を尽くして解決へと導くワークショップを行うことで、その成果の一部を新たな
ワーケーションの在り方としてまとめたものである。

33 研究 西村　勝志 社会共創学部
双方向ラーニング中島ワーケーショ
ンの実証的研究（令和4年9月実
施）【科研費B】

愛媛県の島嶼部である中島において、三泊四日による異業種間連携の下
で、社会課題の解決（労働生産性の向上やワーク・ライフ・バランスなど）に
向けたワーケーションの新たな活用方法を試みるものである。

34 研究 佐藤　哲 SDGs推進室
SATREPSマラウイ統合資源管理
プロジェクトにおける国際共同研究
の進展

JST-JICAの地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
（SATREPS）で、愛媛大学が研究代表機関となって実施している「マラウ
イ湖国立公園における統合自然資源管理に基づく持続可能な地域開発モ
デル構築プロジェクト（IntNRMSプロジェクト）」は、Covid-19感染拡大
に伴う国際的な移動制限の緩和に伴って、順調に進展しています。地域の
人々が自ら多様な自然資源の持続可能な管理を実現する仕組みについて
研究が深まっています。

IntNRMSプロ
ジェクト

プロジェクト
紹介

SATREPS
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35 研究 佐藤　哲 SDGs推進室
SATREPSマラウイ統合資源管理
プロジェクトにおける内発的イノベー
ション創発の論文発表

JST-JICAの地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
（SATREPS）「マラウイ統合資源管理プロジェクト」において、地域の人々
の中から内発的イノベーションが創発する仕組みの研究が進展しました。複
雑なシステムの特定の部分に起こった小さな変化が、システム全体を大きく
動かすというレバレッジ・ポイントの考え方を用いて、人々の草の根のアクション
が地域社会や環境を大きく転換する仕組みを分析し、3本の論文にまとめて
出版しました。

ジャーナル1 ジャーナル2 ジャーナル3

36 研究 佐藤　哲 SDGs推進室 国際持続可能な開発研究学会で
の研究発表

持続可能な開発にかかわる世界各地の研究者が集まる国際持続可能な
開発研究学会の第28回年次大会が、2022年6月にスエーデン・ストックホ
ルムで開催されました。この大会に参加し、マラウイにおける持続可能な未来
に向けた内発的イノベーション創発の仕組みに関する研究について、マラウイ
村の2名のイノベーターと共同で成果を発表し、内発的イノベーションが社会
の本質的な転換を促す仕組みについて議論しました。

持続可能な開
発と勇気：文
化、芸術、人
権

37 研究 佐藤　哲 SDGs推進室 第4回世界小規模漁業会議（ア
フリカ）での研究発表

小規模漁業に関する研究者や漁業者が持続可能な小規模漁業について
議論する第4回世界小規模漁業会議が、世界の地域ごとに開催されまし
た。南アフリカ・ケープタウンで開催されたアフリカ会議に参加し、マラウイ湖に
おいて小規模漁業者が研究者と協働して構築した人工漁礁について研究
発表を行いました。漁業者と協働して漁礁を構築するプロセスと、それが地
域社会や生態系に大きな効果をもたらした仕組みについて議論しました。

4WSFCアフリ
カ

38 研究 小林　修 国際連携
　推進機構

Withコロナ時代に対応したグローカ
ル・サービスラーニングの開発と教育
効果に関する研究

Withコロナ時代に対応したグローカル・サービスラーニングの開発と教育効果
に関する実践的研究を実施した。

39 研究

ルプレヒト
笠松・島上
西村・竹下・

向・
ヒディング

社会共創学部
教育学部
国際連携
   推進機構

愛大「マルチスピーシーズ・キャンパ
ス」プロジェクト

学著をはじめ様々な教職員の支援をいただきながら、「すべてのいきものが共
に創る、すべてのいきものが共生できる」というキャッチフレーズで持続可能な
キャンパスの実現を目指す「マルチスピーシーズ・キャンパス」プロジェクトを開
始し、今年度の活動としてデザインコンセプトの作成や実験サイトの運営を始
めました。

9
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40 研究 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部

国際学会Sustainability 
Science Days 2022キーノートス
ピーチ「Multispecies 
Sustainability」

国際学会Sustainability Science Days2022で、持続可能性科学の
新たな理論を提案する内容でキーノート・スピーチを行いました。

Sustainability Science Days 2022

41 研究 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部 芸術と研究の共創による雨水管理

インフラの根本的な再考

気候変動や極端な気象現象に適応した根本的な都市デザイン再考に向け
て、ランドスケープ・デザイナーやコンセプト・アーティストと共創し新たなデザイ
ン研究を行い造園学会全国大会で発表を行いました。

42 研究 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部 「LIMITS: 脱成長から生まれる自

由」和訳出版

Giorgos Kallis（スペインのバルセロナ自治大学環境科学技術研究所
ICREA教授）の「Limits」を、一般社団法人FEASTと斎藤幸平（東京
大学准教授）と共同で日本語訳を出版しました。

脱成長から生まれる自由

43 研究 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部

Nature Sustainability
「Sustainable Agrifood 
Systems for a Post-Growth 
World」学術論文

「Nature Sustainability」誌に掲載された新しい視点の論文は、アグロエ
コロジー・地理学・持続可能性科学・農村社会学・人類学・エコロジー経済
学を専門とする32人のフードシステムの研究者チームが、分野横断的に新
たな青写真、すなわち持続可能なポスト成長期のフードシステムを提示する
ものです。

ポスト成長社会
のための持続可
能な食農システ
ム

44 研究 渡邉　敬逸 社会共創学部 石鎚山系におけるシカ食害モニタリ
ング調査

シカ食害は希少植物の保全はもとより森林荒廃や水質汚濁などの国土保
全に関わる大きな問題である。本活動では四国山地東部からシカ食害が
迫っていることを踏まえて、石鎚山系における希少植物及び森林の保全を
目的として、トレイルカメラの設置、植生モニタリング、これらの結果を踏まえた
保全場所の決定および防鹿ネットの設置を行った。本活動を通じて、まだ不
確定な要素の多い石鎚山系におけるシカ食害の状況を明らかにする。
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45 研究 渡邉　敬逸 社会共創学部 里地里山モニタリング調査

里地里山は営農を中心とする人の手によって様々な環境が複合的に併存
する貴重な生態系であるが、近年人間活動の変化、営農放棄、外来種の
侵入等により里地里山の消失や生物多様性の低下が顕著となっていること
から、環境省主管のモニタリング調査が実施されている。本研究では同調査
のサイトとなっている東温市上林地区において、NPOや地域住民と協力しな
がら同地の里地里山の各種モニタリングを行い、その現況と変化に関わる
データを蓄積している。

46 研究 渡邉　敬逸 社会共創学部 ツル生息環境モニタリング

絶滅危惧種であるナベヅルはその生息数の９割程度が鹿児島県出水市
周辺で越冬しているが、越冬地の集中により伝染病の発生による絶滅が危
惧されている。そこで環境省と日本野鳥の会ではナベヅルの越冬地の国内
分散を目的として、国内の越冬適地の調査を行っている。本活動はこうした
越冬適地の一つである宇和盆地において、ナベヅル飛来前後の環境調査
や越冬羽数の計測などのモニタリング調査を通じて、ナベヅルの越冬適地とし
ての宇和盆地の可能性を検討する。

47 研究 渡邉　敬逸 社会共創学部 人口減少下における文化遺産の
保全

過疎化・少子高齢化の進行により、多くの地域では担い手不足による伝統
行事や伝統的知識などの無形遺産の消滅、伝統的建造物や仏像などの
有形遺産の管理状況の悪化などの危機に瀕しており、これらを保存・活用
する活力が失われつつある。本研究では愛媛県を中心とする四国４県を事
例として、人口減少の現況と将来予測を文化財分布と重ね合わせ、地域
固有の文化遺産を確実に未来に継承し、その保全と活用の在り方を地域
のステークホルダーと共に検討する。

松山市　人口減少と文化考えるシンポ
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48 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 愛媛ジャーナル3月号への投稿

本稿は、愛媛大学×SDGsとして、全12回にわたる連載を記念して、
SDGs推進室の中心メンバーによる座談会（オンライン方式）を開催したも
のである。テーマは、「愛媛地域におけるSDGs活動とこれからの大学の関わ
り」であり、今回の座談会を通してSDGs推進室の振り返りを行い、今後の
大学としての在り方を模索した。

49 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部

講演「内子町におけるSDGsの浸
透について」（気軽に文化講座 
「コミュニティ・カレッジin内子」）場
所：内子自治センター

今、だれでも耳にするようになってきたSDGsは、2030年までに達成すべき
目標で、今この地球に住んでいる人々にとっての共通テーマである。SDGsの
背景には、現在、簡単には解決できない複雑な社会課題の存在があり、こ
れらの課題を解決し、持続可能な社会を実現するために、SDGsは存在し
ている。SDGsを達成するためには、私たちはなにをすべきか。この問いの下、
本講演を通して、SDGsを身近に感じ取り、自分だけできること、家族ととも
にできること、地域全体でできることを考え、行動に移してもらう文化講座で
ある。

50 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部

愛媛ジャーナル令和4年4月号への
投稿「持続可能な地域社会や国
際社会の実現を目指してー大学と
地域ステークホルダーとの連携協働
における新たな取組みー」

連載の第二弾であることから、今回の内容は、松山市SDGs推進協議会の
活動を中心に、SDGsの目標を達成するために何が必要かを、特に地元企
業経営者に向けて発信するものである。

51 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部
一般社団法人西条市SDGs推進
協議会における代表理事（会
長）

西条市は、令和3年度にSDGs未来都市及び自治体モデル事業として選
定されたことから、SDGs推進協議会を立ち上げた。本協議会は、人口減
少及び少子高齢化が急速に進展する中、多様な関係主体が参画して切
磋琢磨することを通じて未来に向けた競争力を強化するとともに、相互に連
携して「持続可能な西条市2050」の実現に向けた各種課題の解決を図る
ものである。令和5年2月に任意団体から一般社団法人化し、代表理事と
して活動している。

52 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 松山市SDGs推進協議会における
会長

内閣府によるSDGs未来都市に選定された松山市SDGs推進協議会は、
経済・社会・環境の3側面の統合的取組による相乗効果の創出をもたらす
べく、多様な会員企業との連携の下、自律的好循環を構築するモデル事業
などを推進している。引き続き、この協議会の会長として活動している。
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53 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 持続可能な道後温泉協議会にお
ける会長

持続可能な道後温泉協議会は、道後温泉地域全体のSDGsの取り組み
を推進する「持続可能な道後温泉協議会」で、愛媛大学が主体となり、地
元団体や行政が経費を負担しながら連携し、ひみつジャナイ基地を活用し
ながら、持続可能な道後温泉に向けて取り組むものである。引き続き、その
会長として活動している。

54 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 上人坂を考える会のメンバーとし て
活動

道後温泉地区にある上人坂は、一遍上人にゆかりのある宝厳寺のある坂
で、歴史から見て由緒あるエリアであるところから、地域観光の起爆剤として
その活用を検討する会である。引き続き、そのメンバーの一人として活動して
いる。

55 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 「えひめSDGsアワード２０２２」の
審査員活動

愛媛県が主体となっている「えひめSDGsアワード２０２2」は、地元企業が
実施しているSDGs活動に基づいた申請内容を様々な観点から一定の評
価項目によって審査するものである。引き続いて、審査員として審査を行っ
た。

56 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部 国連大学SDG大学連携プラット 
フォームへの参加活動

プラットフォームの狙いは、国連大学サステナビリティ高等研究所が主体となっ
て、SDGsに積極的に取り組む意欲ある大学と連携し、国際経済社会の動
向を踏まえた大学の取組み（人材育成も含め）を総合的に強化し、国内
外に発信するための基盤づくりをすることにあるとしている。これに参
加することで、他大学の活動を参考にするとともに、大学間連携で新たな試
みを実施すること昨年に引き続いて、この国連大学SDG大学連携プラフォー
ムに参加活動した。

57 社会貢献 西村　勝志
小林　　 修

社会共創学部
国際連携
　推進機構

Spaceship Earth への記事掲
載：愛媛大学｜産官学民連携に
よる人材育成と研究活動を通じて
地域から世界のSDGsに取り組む

『Spaceship Earth』は、世の中のSDGsに関するアクションの活性化・
SDGsリテラシーを向上させるためのメディアである。SDGsに関連するノウハウ
記事だけでなく、企業や自治体、大学などのSDGsの取り組みを取材した記
事を取り上げ、SDGsに関する気づきを提供するような情報を発信している。
今回のインタビューでは、愛媛大学の「未来志向」を根底に置いた取組紹介
であり、SDGsの目標達成期限である2030年以降の未来を見据えた活動
について、SDｇｓ推進室長西村 勝志と副室長小林 修さんが情報提供し
た。

Spaceship 
Earth
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58 社会貢献 西村　勝志 社会共創学部
公開シンポジウム「地域のカーボン
ニュートラル実現に向けて」の開催に
ついて

公開シンポジウム「地域のカーボンニュートラル実現に向けて」の開催におい
て、パネリストとして参加した。愛媛大学SDGs推進室では、SDGs全般にお
けるカーボンニュートラルの位置づけないしその重要性を述べ、大学の大きな
ミッションの一つであるとした。

59 社会貢献 佐藤　哲 SDGs推進室 琉球大学における総合知講演会
基調講演

琉球大学研究推進機構研究企画室が2022年12月26日に開催した「総
合知に関する講演会」において、「統合知を活用した複雑な社会的課題の
解決への取り組み—社会的弱者と協働したトランスディシプリナリー研究の
可能性」と題して基調講演を行いました。沖縄県内の大学などの研究者とと
もに、複雑で解決困難な課題に立ち向かうためのトランスディシプリナリー科
学の重要性と課題について議論しました。

総合知に関する講演会

60 社会貢献 佐藤　哲 SDGs推進室 東京農業大学地域環境科学部シ
ンポジウムにおける講演

東京農業大学地域環境科学部が、多様な分野からの研究者と地域社会
のつてーくホルダーの協働を通じたトランスディシプリナリー研究の基盤構築を
目指して開催した「地域環境科学部シンポジウム（2023年3月9日）にお
いて、「社会・生態系システムが直面する複雑な課題の解決を支える科学」
と題して講演を行いました。森林、環境工学、造園、地域創成などの分野
の研究者と、学問分野の壁を越えた領域融合研究について議論しました。

61 社会貢献 前田　眞 社会連携
　推進機構 SDGｓ職員研修（砥部町） 砥部町の職員に対して、SDGｓに関する研修を行った。

62 社会貢献 前田　眞 社会連携
　推進機構

牛鬼会議（災害支援者情報共
有会議・宇和島）

2018年西日本豪雨災害時以降の災害時支援者情報共有会議に参
加。現在は、支援情報の共有から来るべき大規模自然災害に備えて顔の
見える関係づくりをテーマに活動した。

牛鬼会議へようこそ。
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63 社会貢献 前田　眞 社会連携
　推進機構

トロール会議（災害関連情報共
有会議）

来るべき大規模自然災害に備えた「行政」「社会福祉協議会」「NPO・ボラ
ンティア」「企業」の4者連携を進めるためのプラットフォームを運営している。 トロール会議ってなに？ 

64 社会貢献 前田　眞 社会連携
　推進機構

シトラスリボンプロジェクト研修会in
福井市総合ボランティアセンター

シトラスリボンプロジェクトの理念を共有するとともに、リボン制作のワークショッ
プを行うことによって、誹謗、中傷、差別のない社会づくりを目指す。

65 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

さくら幼児園職員向けSDGs研修
を実施

さくら幼児園からの依頼を受け「目の前の未来から～人づくり × ものづくり = 
地域の未来づくり～」と題して講演を行った。

66 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

日本赤十字社愛媛県支部が主催
する「高校生・中学生・小学生合
同トレーニング」にて特別講義を実
施

日本赤十字社愛媛県支部が主催する高校生・中学生・小学生合同ト
レーニングにて「SDGsで大切にする多様性が世界を平和に導く」をテーマに
講演とワークショップを実施した。

67 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛銀行主催「ひめ銀ecHoの森」
森林体験講座を企画・実施

愛媛銀行主催「ひめ銀ecHoの森」森林体験講座に参加した親子（子ども
は幼稚園児・小学生）を対象にSDGs15に関連して森林体験講座を実
施した。

68 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

内子町主催職員研修（行政職
員対象）にてSDGs研修を実施

内子町主催職員研修（行政職員対象）にて「いまなぜSDGs？行政職
員としてSDGsを自分事化する～グローバル課題を把握して地域の未来を
考える～」と題して講演を行った。
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69 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

内子町主催職員研修（幼稚園・
小・中学校教諭、保育士対象）
にてSDGs研修を実施

内子町主催職員研修（幼稚園・小・中学校教諭、保育士対象）にて
「目の前にいる未来を育てる～SDGs貢献人材を育む時に伝えたいこと～」
と題して講演を行った。

70 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

四国地方ESD活動支援センターが
主催する「四国ESDフォーラム
2023」（新居浜）にて地域ESD
拠点交流会にてファシリテーターを
担当

四国地方ESD活動支援センターが主催する「四国ESDフォーラム2023」
（新居浜）にて地域ESD拠点交流会にてファシリテーターを担当し，
SDGsの支視点を取り入れて四国の魅力を発信する企業・団体などの活動
についてパネルディスカッションを担当した。

71 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県建築士事務所協会が主催
するSDGsセミナー「SDGsの推進と
地域材を活かした建築物」にて講
演

愛媛県建築士事務所協会が主催するSDGsセミナー「SDGsの推進と地域
材を活かした建築物」にて「いまなぜSDGs？～未来の建築が対応すべき自
然環境～」と題して講演を行った。

72 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県経済同友会意見交換会
2023にて企業の多様性とSDGsを
テーマに講演

愛媛県経済同友会意見交換会2023にて企業の多様性とSDGsをテーマ
に「高度外国人材（外国人留学生）が世界の経済成長を愛媛に呼び込
む！」と題して講演を行った。

73 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県教育委員会事務局社会
教育課，保健福祉部生きがい推
進局子育て支援課が共催する「令
和4年度　放課後児童支援員等
資質向上研修会にて講演とワーク
ショップを企画，実施

愛媛県教育委員会事務局社会教育課，保健福祉部生きがい推進局子
育て支援課が共催する「令和4年度　放課後児童支援員等資質向上研
修会にて講演「いまなぜSDGs？～私たちの未来を育てる活動として大切な
こと～」とワークショップを企画，実施した。

74 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県生涯学習センターコミュニ
ティカレッジ　現代・教養コース国際
理解講座を担当

愛媛県生涯学習センターコミュニティカレッジ　現代・教養コース国際理解講
座を愛媛から世界平和に貢献することで
達成を目指すＳＤＧs～愛媛県民として世界とつながり、世界をつなげる
～」を担当した。
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75 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

ワクリエ新居浜が主催する「基礎か
らつかむSDGs×ビジネス　講義&
ワークショップ」について4回の研修を
企画

「SDGeの全体像から学び、ビジネスへの導入を探る4回シリーズ～SDGsを
理解し、自分のビジネスや会社に取り入れよう～」として，SDGsバリュー
チェーンについて講義とワークショップを実施した。

76 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

松山市SDGs推進協議会，一般
社団法人 社会的健康戦略研究
所 Well-being愛媛が共催した
「SDGs×Well-being カンファレン
ス～愛媛の今 わたしたちの Well-
being～」で講演

松山市SDGs推進協議会，一般社団法人 社会的健康戦略研究所 
Well-being愛媛が共催した「SDGs×Well-being カンファレンス～愛媛
の今 わたしたちの Well-being～」にて「女性のIKIGAI創出をWell-
being経営のレバレッジ・ポイントに」と題して講演を行った。

77 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

中四国地区青少年教育施設連
絡協議会が主催する「令和４年度　
中四国地区青少年教育施設連
絡協議会職員研修会」にてSDGs
に関する講演とワークショップを企画

中四国地区青少年教育施設連絡協議会が主催する「令和４年度　中四
国地区青少年教育施設連絡協議会職員研修会」にてSDGsに関する基
調講演「「これからの青少年教育施設に求められること～SDGsの取組を通
して～」とSDGsワークショップを企画，実施した。

78 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

松山市SDGs推進協議会が主催
する「SDGsカフェ」にてSDGsに関
する講演

松山市SDGs推進協議会が主催する「SDGsカフェ」にて「SDGsマインドを
持ち合わせたグローバル人材の獲得が・・・
「持続可能なSDGs経営企業」となるための近道かもしれません！」と題して
講演を行った。

79 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

西条市が主催する「LOVE SAIJO
ビジネスコンテスト」の初会合で
SDGsに貢献する企業の事業推進
について講演

西条市が主催する「LOVE SAIJOビジネスコンテスト」の初会合で「みんなで
やればできる！SDGs～地域の課題解決と可能性の追求にSDGsを活かす
～」と題して講演を行った。
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80 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

令和4年度坂の上の雲ミュージアム
大学連携市民講座にてSDGsに
関する講演

令和4年度坂の上の雲ミュージアム大学連携市民講座にて「坂の上の宇宙
から眺める私たち人類の未来～世界共通の課題「SDGs」と解決のため明
日から私たちにできること～と題して講演を行った。

81 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

令和4年度愛媛大学地域創生イ
ノベーター育成プログラム（東予）
でSDGs推進について特別講義

令和4年度愛媛大学地域創生イノベーター育成プログラム（東予）で「い
まなぜSDGs？～地方，地域の課題解決，可能性の追求に活かす～」と
題して特別講義を行った。

82 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

四国ＩＴ協同組合が主催する「組
合等直面問題対応指導事業」に
てSDGsと外国人材の雇用促進に
関する講演

四国ＩＴ協同組合が主催する「組合等直面問題対応指導事業」にて「外
国人留学生の国内就職と職場でのの活躍に向けて～外国人留学生の個性
を活したダイバーシティー経営～」と題して講演を行った。

83 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

松山市SDGs推進協議会が主催
する「SDGsカフェ」にて海洋ごみ発
生のメカニズムと現状に関する講演

松山市SDGs推進協議会が主催する「SDGsカフェ」にて海洋ごみ発生のメ
カニズムと現状に関する講演を行った。

84 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

愛媛県高等学校教育研究会地
理・公民部会が主催する研究会で
SDGsと地政学に関する講演

愛媛県高等学校教育研究会地理・公民部会が主催する研究会で
「SDGsの観点から世界の情勢を地政学的に探究する学び～SDGsの達成
に貢献する人材の育成をめざして～」と題して講演を行った。

85 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

砥部町総合計画後期基本計画　
職員ワークショップにてSDGsに関す
る職員研修の企画と実施

砥部町総合計画後期基本計画　職員ワークショップにてSDGsに関する職
員研修の企画と実施を担当した。
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86 社会貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

松山市SDGs推進協議会の幹事
長として，運営に貢献

松山市SDGs推進協議会の幹事長として，各種会議に出席し，松山市
協議会事務局と連携しながら，幹事会の幹事長として運営に貢献した。

87 社会貢献 杉森　正敏 農学研究科
SDGsセミナー講演「SDGsの推進
と地域材を活かした建築物」　主催　
愛媛県建築士事務所協会

愛媛県建築士事務所協会主催のSDGsセミナー「SDGsの推進と地域材
を活かした建築物」にて「地球温暖化を軽減する地域材を使った木造建
築」と題して講演した。「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示
に関するガイドライン」（令和3年10月1日林野庁長官通知）の詳細な説
明を中心に地域材を使った木造建築の役割について解説した。

SDGsセミナー

88 社会貢献 竹下　浩子 教育学部 SDGsクリスマスマーケット

子ども達自らが積極的に活動しているグループ同志の交流、活動発表、情
報交換の場としてクリスマスマーケットを開催した。当日は、参加者も含め
100名以上の来場があり、市民に広くSDGsを知ってもうことができた。本イ
ベントは、目標12の「つくる責任、つかう責任」をメインターゲットにしていた
が、子どもも大人も持続可能な未来について、何が必要か一緒に考えられる
機会となり、17「パートナーシップで目標を達成しよう」に深くかかわる内容と
なった。

89 社会貢献 松村　暢彦 社会共創学部 官民学協働によるのむら復興まち
づくり

西日本豪雨の被災地、西予市野村での復興まちづくりを西予市、愛媛大
学、野村高等学校、野村中学校、野村小学校、野村地域自治振興協議
会、西予市商工会などの住民組織と協働で２０１９年から継続的に活
動している。のむら復興まちづくりデザインワークショップで水辺域の公共空間
の設計を行うとともに菜園共創プロジェクトやハーブティーの商品開発など実
施している。

90 社会貢献 松村　暢彦 社会共創学部 西予市三瓶東地区の事前復興ま
ちづくり活動

事前復興まちづくりについて西予市危機管理課、西予市三瓶東地区住民
と一緒に愛媛大学社会共創学部、工学部学生がファシリテーションを行いな
がら支援活動を行っている。
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91 社会貢献 松村　暢彦 社会共創学部 SDGs商品開発プロジェクト
愛媛大学社会共創学部等の学生が西予市観光物産協会、Exest等の
協働のもと、規格外農産物を活用したSDGs商品開発プロジェクトを実施し
た。

92 社会貢献 ルプレヒト　
　　クリストフ 社会共創学部

日本科学未来館常設展示「セカイ
は微生物に満ちている Microbes 
actually are all around」監修
協力

日本科学未来館にて2022年４月より公開されている新たな常設展示「セ
カイは微生物に満ちている Microbes actually are all around」の監視
協力を行い、トークイベントの内容を「「VISIONARY FES VOL.2　都市の
微生物多様性を“拡張”するビジョン」というタイトルの本にまとめて出版しまし
た。

セカイは微生
物に満ちてい
る

ビジョナリー
ラボ

93 社会貢献 井口　梓 社会共創学部 生活文化の継承に資するまちづくり
型観光振興

新居浜市観光物産協会と新居浜市と連携し、市内の文化資源の掘り起こ
しと次世代に向けた情報発信コンテンツの造成に取り組んだ。「＃にいはまと
りっぷ」と題した本プロジェクトでは、商店街や寺社仏閣、旧道・古道、景
観、産業遺構等さまざまな文化資源を生活者の視線から取り上げ、当該
地域の生活文化として再評価し、市内の関係者との協働により、マップの制
作やSNSやポスター等のコンテンツの制作をおこない、文化継承に資する持
続的な観光振興に取り組んだ。

94 社会貢献 井口　梓 社会共創学部 多世代連携により地域資源を持続
的に活用する集落ビジョンの策定

東温市河之内地区の住民と協働により半年間のワークショップを開催し、地
域資源を活かした移住者獲得のための集落ビジョンの策定に取り組んだ。愛
媛県中予地方局のモデル事業として選定された河之内地区にて、正岡子
規に縁のある古道の復元や俳句文化を継承する寺社等の活用と、若い世
代が取り組むマウンテンバイクやマルシェ、カフェ等のアクテビティを連動させ、
山岳資源と農村景観を地域振興に持続的に活かしつつ、集落の社会的担
い手を多世代から創出するビジョンを策定した。
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95 国際貢献 佐藤　哲 SDGs推進室 日本とマラウイの相互訪問

「マラウイ統合資源管理プロジェクト」において、マラウイと日本の間の研究者
の交流が進展しました。日本からは愛媛大学、東京農業大学、龍谷大学、
長野大学、鳥取大学、佐賀大学から延べ17名の研究者がマラウイを訪問
し、調査を行いました。マラウイからは4名が短期共同研究員として横浜国
立大学、東京農業大学、龍谷大学で共同研究を行いました。また、2名が
東京大学、東京農業大学の博士後期課程で研究を開始しています。

96 国際貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

台中科技大学2022年度ユーラシ
ア国際講座「アジア共同体と日本
のビジネス・文化」にて高等教育が
SDGsに果たす役割について講演

台中科技大学2022年度ユーラシア国際講座「アジア共同体と日本のビジ
ネス・文化」にて「SDGsレポートと各種国際統計から観た
アジアと日本の近未来」と題して高等教育がSDGsに果たす役割について講
演を行った。

97 国際貢献 小林　修 国際連携
　推進機構

Comparative Higher 
Education, Policy & 
Innovation Studiesgが主催す
る研究会「INTERNATIONAL 
COLLOQUIM ON HIGHER 
EDUCATIONAND 
SUSTAINABILITY - ICHES 
“Universities toward 
Sustainability”」

"Comparative Higher Education, Policy & Innovation 
Studiesgが主催する研究会「INTERNATIONAL COLLOQUIM ON 
HIGHER EDUCATIONAND SUSTAINABILITY - ICHES
“Universities toward Sustainability”」にて「Education for 
sustainability in the curricular, co-curricular, and extra-
curricular activities at Ehime University, Japan.」と題して発表を
行った

98 国際貢献 堀　利栄

愛媛大学ダイ
バーシティ推進
本部/理工学研
究科（理学
系）

令和4年11月５−11日：男性育
休の様子を撮影した「スウェーデンの
パパたち」写真展を開催

5. ジェンダーの平等を実現しように関連して、令和4年11月７日（月）か
ら11日（金）の5日間、スウェーデン大使館の強力のもと、スウェーデンの写
真家ヨハン・べーヴマン氏が育児の男女平等を願い、育児休暇を取得して
子育てに励む父親たちの姿を撮影した写真25点を愛媛大学情報メディア
センターに展示し、愛媛大学の学生、教職員をはじめ、近隣の方など多数の
方に来場いただいた。この写真展は、日本を含む約65か国以上を巡回して
おり、愛媛県内では初の開催になり、市民の皆様に海外のより進んだ男女
共同参画社会の様子を知る機会を提供する事ができた。

シンポジウム・
写真展 「ス
ウェーデンのパ
パたち」
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